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REMED 社との業務提携に関するのお知らせ 

当社は、Remed Co., Ltd.（以下「REMED社」といいます。）との間で、医療・リハビリテーション・

美容器具分野を含む事業全般における相互協力を目的とした業務提携（以下「本提携」といいます。）

に関する覚書（MOU）を 2026 年 4 月 21 日付で締結し、本日の経営会議にて本提携を行うことについて

正式に決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．提携の背景・目的 

わが国では高齢化の進行・医療費抑制の潮流を背景に、保険外（自由診療）サービスへの移行が加

速しており、慢性痛の緩和・予防・美容・認知機能改善といった領域における施術の高付加価値化が

急務となっています。当社は、鍼灸接骨院を主とした治療院・クリニック・エステサロン等の経営支

援を行う A-COMS 事業（artra cloud operation management system）の拡大・強化を通じて、上記の施

術の高付加価値化を推進しております。 

REMED 社は、韓国 KOSDAQ に上場する医療機器メーカーです。経頭蓋磁気刺激（TMS）・神経筋磁気刺

激（NMS）・衝撃波治療（ESWT）をはじめとする非侵襲的磁場治療機器の開発・製造・販売において豊

富な実績と高い技術力を有し、韓国にとどまらず、北米、欧州においても事業展開しております。 

A-COMS事業の顧客ネットワーク（全国 3,053院、2025年 12月末時点）と REMED社の先進的な治療機

器技術を組み合わせることで、脳リハビリ・慢性疼痛・エステティック分野における新たな価値提供

が可能となり、両社の事業拡大および顧客へのサービス品質向上が期待できると判断し、このたびの

MOU 締結に至りました。 

今回の事業提携は、資本業務提携パートナーでもあり取締役としても経営参画しているクオンタム

リープの海外グループネットワークを通じて実現に至りました。この座組の具体化についても、引き

続き支援を受けつつ着実に進めていきます。 

２．アトラグループの成長戦略との接続 

当社は、鍼灸接骨院向けプラットフォーム「A-COMS」を起点に、美容施術（HONEY-STYLE）・再生医

療連携・リラクゼーション・エステ市場へと事業領域を横断的に拡大するプラットフォーム戦略を推

進しています。今回の提携はこの戦略の重要なピースを埋めるものです。 

REMED 社の NMS（神経筋磁気刺激）技術は、当社が強みとする接骨施術との親和性が極めて高く、イ

ンナーマッスルトレーニングや慢性痛ケアにおける自費施術メニューの拡充に直結します。また、TMS

（脳磁気刺激）技術は、加齢・疲労・認知機能の低下に悩む層へのアプローチとして、当社が掲げる

ナチュラル・リバース・エイジング（自然な若返り）の理念に合致した次世代サービスとしての展開

が期待されます。 

さらに、AI 検査機器「アトラゲージ」など当社独自開発機材との組み合わせにより、神経・筋肉の

可視化→磁気刺激治療→経過管理というデータ連動型の施術プロセスを A-COMS 上で完結させることが、

中長期的な目標の一つとなります。 
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３．提携内容 

提携の目的 医療、リハビリテーション、美容器具分野を含むすべての事業分野に

おける REMED 社とアトラグループの相互協力の基盤を確立すること 

提携の内容 (1) REMED社製品の日本市場における供給およびビジネス機会の探求 

(2) 市場情報および関連技術ガイダンスの双方向共有 

(3) 市場参入戦略に関する共同検討・立案 

(4) その他、両社が相互に合意する協力事項 

期間 署名日（2026年 4月 21日）より 1年間（相互合意またはいずれかの当

事者からの書面による通知により早期終了可） 

その他 本 MOUは相互の意思表明であり、法的拘束力のある合意を構成するも

のではありません。具体的な協力・取引の内容は、別途締結する書面

契約において定められます。 

４．提携先の概要 

（１）名称 Remed Co., Ltd.（韓：(주)리메드）（韓国 KOSDAQ上場、証券コー

ド：302550） 

（２）所在地 韓国 大田広域市 儒城区 テクノ 2路 187 

（３）代表者の役職・氏名 代表執行役員（CEO）兼取締役会長 李 根鎔（Lee Geun-yong） 

（４）事業内容 非侵襲的電磁気医療機器の研究・開発・製造・販売（経頭蓋磁気刺

激装置（TMS）、神経筋磁気刺激装置（NMS）、衝撃波治療装置

（ESWT）等 脳リハビリ・慢性疼痛・エステティック分野） 

（５）資本金 30.6億ウォン（約 3.06億円） 

（６）設立年月日 2003年 8月 1日 

（７）大株主及び議決権比率 李根鎔  26.24% 

洪聖弼  6.12% 

李相鎔  3.24% 

（８）上場会社と当該会社との間の関係 

 資本関係 該当事項はありません。 

 人的関係 該当事項はありません。 

 取引関係 該当事項はありません。 

 関係当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態（円換算は 1 ウォン＝0.10 円で換算した参考値） 

決算期 2023年 12月期 2024年 12月期 2025年 12月期 

純資産 30,794 百万ウォン 

（約 3,079 百万円） 

40,270 百万ウォン 

（約 4,027 百万円） 

39,464 百万ウォン 

（約 3,946 百万円） 

総資産 58,360 百万ウォン 

（約 5,836 百万円） 

59,063 百万ウォン 

（約 5,906 百万円） 

53,909 百万ウォン 

（約 5,391 百万円） 

１株当たり純資産 130,300 ウォン 

（約 13,030 円） 

138,900 ウォン 

（約 13,890 円） 

129,000 ウォン 

（約 12,900 円） 

売上高 18,536 百万ウォン 25,554 百万ウォン 24,505 百万ウォン 



（約 1,854 百万円） （約 2,555 百万円） （約 2,451 百万円） 

営業利益 △2,900 百万ウォン 

（約△290 百万円） 

1,121 百万ウォン 

（約 112 百万円） 

726 百万ウォン 

（約 73 百万円） 

経常利益 1,040 百万ウォン 

（約 104 百万円） 

8,530 百万ウォン 

（約 853 百万円） 

△300 百万ウォン 

（約△30 百万円） 

親会社株主に帰属する当期純

利益 

850 百万ウォン 

（約 85 百万円） 

7,381 百万ウォン 

（約 738 百万円） 

△18 百万ウォン 

（約△2 百万円） 

１株当たり当期純利益 2,760 ウォン 

（約 276 円） 

24,800 ウォン 

（約 2,480 円） 

△580 ウォン 

（約△58 円） 

１株当たり配当金 ―ウォン 
（―円） 

―ウォン 
（―円） 

―ウォン 
（―円） 

 ５．今後のスケジュール（予定） 

業務提携覚書（MOU）締結 2026年 4月 21日 

経営会議決定日 2026年４月 28日 

詳細協議・個別契約の締結 2026年中（予定） 

製品試験導入・評価 2026年中（予定） 

販売・導入支援開始 2026年以降（予定） 

６．当社業績に与える影響 

本件が当社の業績に与える影響は軽微ですが、中長期的に業績及び企業価値の向上に資するものと

考えております。 

以 上 


